
27・11・15 ２

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
鮎
の
香
を
た
ど
り
な
が
ら
も
釣
り
を
す
る�

西
濱　

温

　
（
評
）
ア
ユ
は
「
香
魚
」
と
も
書
か
れ
る
く
ら
い
独
特
の
香
り
を
特
徴
と
す
る
川
魚
。
万
葉
集
に
も

詠
ま
れ
た
日
本
の
名
産
。
夏
の
季
語
と
し
て
も
好
ま
れ
る
。
上
五
か
ら
中
七
へ
の
流
れ
が
巧
み
で
、

大
人
っ
ぽ
い
一
句
。

●
ひ
ま
わ
り
と
一
緒
に
私
も
上
を
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本　

瑞
穂

　
（
評
）
夏
の
花
の
代
表
選
手
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
は
、
清
瀬
を
代
表
す
る
花
で
「
向
日
葵
」
と
書
か
れ
る

く
ら
い
太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く
と
言
わ
れ
る
。
作
者
も
一
緒
に
上
を
向
く
。
そ
の
気
持
ち
が
う
れ

し
い
。
青
春
だ
！

●
君
と
見
る
花
火
の
夜
は
宝
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良　

ひ
な
た

　
（
評
）
こ
れ
も
江
戸
時
代
か
ら
あ
る
夏
の
代
表
的
季
語
「
花
火
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
一
句
だ
が
、

現
代
の
中
学
生
に
と
っ
て
「
花
火
の
夜
」
が
ど
う
い
う
も
の
か
が
こ
の
表
現
で
よ
く
伝
わ
っ
た
。

そ
の
思
い
出
が
青
春
の
宝
物
だ
！

●
夏
休
み
長
い
よ
う
で
も
長
く
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　

嵩
宙

　
（
評
）
子
ど
も
の
こ
ろ
の
最
大
の
楽
し
み
は
夏
休
み
だ
が
、楽
し
い
、楽
し
い
で
や
っ
て
い
る
と
ア
ッ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
も
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
経
験
。
そ
こ
を
端
的
に
捉
え

て
軽
妙
。
俳
句
的
ユ
ー
モ
ア
の
一
句
。

子
ど
も
た
ち
を
お
守
り
く
だ
さ
い
と
念

じ
て
い
た
の
で
す
。
大
村
先
生
の
関
わ

っ
た
微
生
物
が
数
億
の
人
々
を
救
っ
た

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ミ
ミ
ズ
さ
ん
も
き

っ
と
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
時
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
か
の

よ
う
に
、
小
さ
き
も
の
の
愛
と
勇
気
が

テ
ー
マ
と
な
っ
た
映
画
が
、
10
月
か
ら

全
国
の
劇
場
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ�

ガ
ン
バ
と
仲
間
た
ち
」

と
い
う
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

映
画
で
、
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
た
ち
が
力
を

合
わ
せ
巨
大
な
敵
に
立
ち
向
か
う
壮
大

な
冒
険
物
語
で
す
。

　

し
か
も
何
と
、
そ
の
監
督
が
清
瀬
市

民
で
す
。
下
宿
囃ば

や
し子
保
存
会
の
増
田
会

長
の
娘
婿
、
河
村
友
宏
さ
ん
で
す
。
自

然
が
豊
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
創

作
に
集
中
で
き
る
と
清
瀬
に
移
り
住
み

ま
し
た
。

　

さ
て
先
日
、
市
内
松
山
地
区
に
あ
る

清
瀬
市
長

障
害
者
就
労
支
援
施
設
「
東
京
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
協
会
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
１

枚
１
枚
の
チ
ラ
シ
を
丁
寧
に
ぴ
っ
た
り

と
合
わ
せ
て
折
り
た
た
む
作
業
や
、
数

種
類
の
菓
子
折
り
の
箱
を
組
み
立
て
る

作
業
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
静
か

で
ひ
た
む
き
な
作
業
現
場
で
し
た
。
こ

う
し
た
誠
実
な
「
ひ
た
む
き
さ
」
が
、

清
瀬
の
真
実
の
力
で
し
ょ
う
。
10
月
19

日
、
読
売
新
聞
多
摩
版
で
、「
東
洋
一

の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
と
昔
の
清
瀬
の
姿

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
往
時
を
知
る

あ
る
方
が
、「
終
戦
後
、
東
京
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
に
て
結
核
の
患
者
さ
ん
が
自
立

し
た
話
を
故
小
島
理
事
長
に
伺
っ
て
い

ま
し
た
」と
手
紙
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

巨
大
な
敵
、
結
核
に
立
ち
向
か
っ
た

小
さ
な
ま
ち
清
瀬
は
微
生
物
と
同
じ
く

世
界
の
命
を
救
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
き
も
の
を
あ
な
ど
る
な
。
力
、
小

さ
い
わ
け
で
は
な
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
大

村
教
授
の
お
言
葉
、「
微
生
物
か
ら
勉
強

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
微
生
物
の
力
を
借
り

た
だ
け
で
す
」。
数
億
人
の
命
を
救
っ
た

力
を
、
小
さ
き
命
か
ら
借
り
た
と
い
う
真

実
、
こ
れ
は
人
生
の
指
針
に
な
り
ま
す
。

　

以
前
、
幼
稚
園
の
園
長
だ
っ
た
時
に
は

よ
く
ミ
ミ
ズ
を
助
け
ま
し
た
。
夏
の
強
い

日
差
し
が
当
た
る
狭
い
道
に
出
て
き
て
し

ま
っ
た
ミ
ミ
ズ
を
「
何
で
出
て
き
た
の
。

干
か
ら
び
ち
ゃ
う
よ
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が

ら
、
小
枝
に
引
っ
掛
け
て
日
陰
に
戻
し
て

あ
げ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
時
に
、「
助
け
て
あ
げ
た
の
だ
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
念
じ
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
幼
き
子
ど

も
た
ち
を
預
か
る
園
長
と
し
て
は
、
常
に

※
今
回
の
俳
句
は
、二
中
（
１
年
生
）
で
行
っ
た
「
出
前
俳
句
教
室
」
か
ら
の
選
句
で
す
。

　「まちかどニュース」「がんばりすと」への投稿を募集していま
す。
応募方法・問合せ　1 日号・15 日号ともに掲載希望号の 1か月
前（いずれも必着）までに、写真（データが望ましい）に説明（い
ずれも 150 字程度）を添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、
直接または郵送、メールで秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808 へ

あなたも市報に参加しませんか
投稿募

集中

マイナンバー制度に便乗した詐欺・

市役所職員をかたる還付金などの詐欺にご注意ください！

け
や
き
通
り
を
力
い
っ
ぱ
い
走
る
参
加
者

　

10
月
12
日
に
「
第
35
回
清
瀬
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
、
け
や
き
通
り

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
人

数
は
お
と
な
299
人
、
小
・
中
学
生
387

人
の
計
686
人
で
し
た
。

　

各
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

︱
小
学
生
の
部
（
４
㌔
）

４
年
女
子
＝
山
澤
桜
心
、
５
年
女
子

＝
加
藤
美
奈
、６
年
女
子
＝
三
好
葵
、

４
年
男
子
＝
山
本
朔
、
５
年
男
子
＝

内
田
怜
弥
、
６
年
男
子
＝
小
野
太
陽

︱
中
学
生
の
部
（
４
㌔
）

女
子
＝
佐
藤
莉
子
、
男
子
＝
計
良
陽

斗︱
一
般
女
子
の
部
（
４
㌔
）

15
～
35
歳
＝
塚
原
あ
ゆ
み

「
第
35
回
清
瀬
市
民
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
の
結
果

36
歳
以
上
＝
村
松
尚
美

︱
一
般
男
子
Ａ
（
４
㌔
）

15
～
35
歳
＝
藤
原
宙
夢
、
36
歳
以
上

＝
緑
川
慎
吾

︱
一
般
男
子
Ｂ
（
７
㌔
）

15
～
35
歳
＝
南
雄
大
、
36
歳
～
55
歳

＝
山
田
宏
、
56
歳
以
上
＝
石
井
英
和

問
合
せ　

清
瀬
市
体
育
協
会
☎
493
・

９
０
２
８

「清瀬市国民健康保険データヘルス計画（案）」に
関わるパブリックコメントの募集

臨 時 職 員（ 保 育 士・ 調 理 員 ） 募 集

市 報 な ど の 音 声 版 CD の ご 利 用 を

　国民健康保険に加入している被保険者を対象に、生活習慣病対策
をはじめとする、健康増進などの保健事業の実施及び評価を行うた
めに、平成 28 年度から平成 29 年度までの２か年を期間とした「清
瀬市国民健康保険データヘルス計画（案）」に対する意見を募集し
ます。
対象　市内在住・在勤・在学の方または市内に事業所を有する個人
及び法人その他の団体、この事案について直接的に利害関係が生じ
ると認められる方
計画（案）の閲覧
　11 月 16 日㈪から 12 月 15 日㈫まで行政資料コーナー（市役所本
庁舎３階）、保険年金課、各地域市民センター、中央・駅前図書館、
生涯学習センター、男女共同参画センター、児童センター、コミュ
ニティプラザひまわり、清瀬けやきホール、市ホームページで閲覧
できます。
意見の提出方法・問合せ
　11 月 16 日から 12 月 15 日（必着）までに住所・氏名・対象事案名・
意見を記入し、直接または郵送、ファクス、市ホームページ内にあ
る専用フォームで、保険年金課国保係　　492・2415 ☎ 497・2047 へ

職種　①保育士（正規保育士の補助）②調理員（調理補助）。いず
れも若干名
勤務日時・場所　いずれも平日午前８時 30 分～午後５時・市内公

　視覚障害者の方や視力が衰えて市報などを読むのがつらいという
方向けに、それらを音訳したＣＤを作製し、無料でお届けしていま
す。清瀬市の多彩な情報を入手できる音訳ＣＤを、ぜひご利用くだ
さい。

　身近なイベントや、まちかどの
話題を皆さんから募集しています。

　９月 12 日、くにたち市民芸術小ホール（国立市富士見台二丁目）
で、多摩東人権啓発活動地域ネットワーク協議会、東京法務局府中
支局、国立市主催の「第 22 回子どもたちからの人権メッセージ発
表会」が開催されました。
　これは、東京法務局府中市局管内 13 市の小学４～６年生を対象
に、自分自身や友だちの大切さに気付き、人権を身近に感じること
を目的として行われています。清瀬市からは、松村茜音さん（芝山
小６年・写真後列右から８番目）が代表に選ばれ、「優しさをもって」
をテーマに発表しました。

第 22 回子どもたちからの人権メッセージ発表会

代表に選ばれ、人権メッセージを発表した児童

立保育園
時給　① 1,070 円② 920 円
申込み・問合せ　いずれも市販の履歴書（写真貼付）
または市ホームページからダウンロードできる臨時
職員登録申込書に必要事項を記入し、①は保育士証
の写しを添えて、直接子育て支援課保育・幼稚園係
☎ 497・2086 へ

※再生機は視覚障害の等級によって助成
が出る場合があります。（助成について
は障害福祉課障害福祉係☎ 497・2073 へ）
※市ホームページから、デイジー版をお
聞きいただけます。詳しくは下記へ。
問合せ　秘書広報課広報広聴係☎ 497・
1808


